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は じ め に
ゎれわれの 恩師で ある佐治守夫先生が急逝さ れ て か らす で に 5年
が過 ぎ去 っ
た｡ こ の 間われわれ は, 先生の ご友人 で あり研究仲間
で もあ っ た 故都留春夫先
坐 (国際基督教大学名誉教授) の ご示唆とご遺族
の 意向を受けて , 遺さ れた資
料の 整理の お手伝い を して きたo そ して , そ の 中に は研究資料
として き わめ て
貴重な もの が含まれて い た こ とか ら文部科学省科学研究費
を得て 2年間の研究
を行う こ と がで きた o こ の報告書はそ の 成果の
一 端で ある o
第1部は, 佐治守夫先生の教え と遺 さ れ た資料か ら触発され
たわれわれ の論
文を3編掲載して あ るo なお, 保坂論文 ｢カ ウ
ン セ ラ ー はい か に面接構造を組
. み立て て い くか : ｢ゆう子の - ス+ の 再検討か ら+ は束京大学学
生相談所紀
要 に掲載された ものを加筆修正した もの で あり, 岡村
･ 保坂論文 ｢パ ー ソ ン セ
ン タ ー ド ｡ カ ウ ン セ リ ン グに おける ｢治療的人格変化 の必要十分条件+
の技法
論的展開+ は 心 理臨床学研究, 羽 問論文 ｢学校教育臨床
に お け る ｢治療的
spliting+ に つ い て+ は千葉大学教育学部紀要
に掲載さ れた もの で ある o
第 2部 は, 基本的に佐治守夫先生の カ ウ シセ リ
ン グ逐語記録からな っ て い る o
1 は精神衛生研究 に掲載され た事例研究 で あ るが , 逐語記録
に対 して詳細な コ
メ ン トが つ い た貴重な もの で ある o 2 は｢カ ウ ン セ リ ン グ入門+( 国土社
) に掲
載さ れて い る逐語記録で あるが ,
一 部末掲載 で あ っ た もの をテ
ー プか ら新た に
起 こ して 加 え て あ るo 3 は｢)L､理療法 (
- ), 井村恒郎他意任編集, 異常心理学
講座第三巻+(みすず書房) に掲載され て い る逐語記録
に (おそ らく は テ ー プ に
基づ い て) 佐治守夫先生自ら修正を は ど こ して遺されて
い た もの で ある o
こ う し た逐語記録 の 検討 は , 故 Carl Roger s博士 が , ｢C
o un s eling a nd
psychothe r ap y+(1942) の 中で 郎 め て 行 っ て以来, 科
学研究上 は もち ろん の
こ と , 養成訓練 の う え で も重要な こ と と認識 さ れ て きた o
と こ ろ が , 最近 の 事
例検討会は何回かの事例の流れを つ か む検討が主流
に な っ て い る よう に見受け
られる｡ そ れ はそ れで 必要な もの で ある こ とは い うま
で もな い が, 初学者に と っ
て は もち ろん の こ と, 経験を積ん だカ ウ ン セ ラ
ー に と っ て も逐語記録の作成と
そ の 検討が重要で ある こ とを忘れて は な らな い だ ろ う｡
そ う した面 で こ こ に遺
され た もの が第 一 級の 資料で ある とわれ われ は判断し･
こ こ に 掲載する もの で
ある ｡
最後に, こ の 貴重な資料の掲載に あ た っ て
ご許可 い ただ い た 佐治小枝子夫人
と ご遺族の方々 に 記して 感謝の意を表します｡
目二 ･ 次
は じめに
第1部 論文編
1 保坂 亨 : カウ ン セ ラ
+右耳い か に治療構造を組み立て て
いくか :
｢ ゆう子の ケ - ス+ の再検討か ら
･ - - - - ' ' - . ' ' ' '
' . - ' ' ' ” ' ” ' ' ' '
岡村達也 ｡ 保坂 亨 :
パ _ ソ ン セ ン タ ー ド ･ カウ ン セ リ ン グに おける ｢治療的
人格変化の必要十分条件+A)技法的展開
- 第1条件の 見直しか らプリ - セ ラ ピ ィ , 反射の復権
へ - ･ ､･ ･ -
(初出:
･
200, 心理臨床学研免 18(3),
､
L･291
- 304･)
羽問恵子 :
■●
学校教育臨掛 こおける ｢治療的Splittinng+ に つ い て
- 非行臨序で 得られ た知見から
- -I. - - . - I - I . - 1'' ‾･
L - ■
‾ - ' ' - ' ' ' ■ー◆
･ ･ ･ 17
- - I - - I - ･ ･ ･
･ ･ ･ ･ ･ - ･ ･ ･ ･ ･25
(初出 :2001, 千葉大学教育学部紀要, 49Ⅰ , 1
91- 198･)
第2部 資料編
1 佐治守夫 : 非指示療法に よる面接記録
･ ･ - ･
･ - - = - ･ - ～ - ･ ･ - - I . ,
- ' ' - . I l l - I
.
-- ‾ -1- ' ' - - ' ' '
(初出 :1957, 精神衛生研究, 5･ 7
- 62･)
- ･ ･ ･ ･ - ･ ･ - - = ･ ･
･
･
- I - - I 37
佐治守夫 :.学校で友∧と交際を持たな い 中学生との面接
本人との面接 (第1回, 第2回)･ 母親との面 針 -
ニ ･ - - - -
y
･ ･ ･ ･ ･--- 1 1100
(初出 :1966, カ ウ ン セ リ ン グ入門, pp･ 93
- 162, 国土杜)
佐治守夫 : 治療の実際 その プ ロ 七ズとク ライ
エ ン トの展開
(掛虹:･1968; 心理療法 (
- ), 井村恒郎佃癌 任編集, 異常心理
学講座第三巻, p p･ 卜 弧 みすず書房)
研究組織
研究代表者 : 保坂 亨
研究分担者 : 岡村達也
近藤邦夫
羽間京子
交付配分額
(千葉大学教育学部助教授)
(文教大学人間科学部教授)
(東京大学大学院教育学研究科教授)
(千葉大学教育学部助教授)
(金額単位:千円)
直接経費 間接経費 合 計
平 成1 2年 度 2,000 0 2,000
平成1 3年 度 1,200 0 1,200
(所属は, 2002年3月現在)
研究発表
(1) 学会誌等 :
岡村達也 ･ 保坂 亨 (2000): パ ー ソ ン セ ン タ ー ド ･ カウ ン セ リ ン グに おける ｢治療的人格変化
の 必要十分条件+ の 技法論的展開 一 策1条件の 見直 しか ら プ リ
- セ ラ ピ ィ , 反射の 復権
へ -
. 心理臨床学研究, 18(3), 299- 304.
羽間京子 (2001). :学校教育臨床に お け る ｢治療的Splitting+ に つ い て - 非行臨床で 得 られ た
知見か ら - . 千葉大学教育学部紀要, 49, 191- 198.
岡村達也 (2001): ｢理解する こ と+ か ら ｢い ま - こ こ に.
- い る こ と+ と して の 反射 へ.
- ク ラ イ
ア ン ト中心/パ ー ソ ン中,L､ カ ウ ン セ リ ン グに お8
■
ナる ｢治療的人 格変化
■
の 必要十分条件+ 論 の
展開 - . カ ウ ン セ リ ン グ, 34(1), 13- 21.
岡村達也 (2001)㌔: 自己愛の傷 つ きやす い ク ライ ア ン ト - の解釈
- 面接関係が な か な か形 成で
きな い 場合 - . 臨床心理学, 1(5), 610- 613.
岡村達也 (2001):親 ･ 教師に必要な 聞く技術 ･ 話す技術. 児童心 理, 55(15), 3
- 12･
岡村達也 (2001): 『プ リ セ ラ ピ ー 』 - の 訳注 ヘ の 試み (上)
- Pr o utyの Pretber ap yの 研究
(Ⅰ) - . 人間科学研究, 23, 55- 65.
岡村達也 (2002): ｢理解す る こ と+ か ら ｢い ま - こ こに - い る こ と+ と し て の 反射 へ
- ク ラ イ
ア ン ト中心/パ ー ソ ン中心 カ ウ ン セ リ ン グに おける ｢治療的人格変化 の 必要十分条件+ 論の
展開 - (Ⅱ). カ ウ ン セ リ ン グ, 34(芦), 37- 48.
羽間京子 (2002): ク ライ エ ン トと の 治療的距離を保つ た めの カウ ン セ ラ
ー の内的体験の 活用 ー
自己愛に 傷つ きを持っ ク ライ エ ン ト との カウ ン セ リ ン グ過軽か ら - . 心 理臨沫学研究, 20
(1), ( 印刷中).
羽間京子 (2002): より よい生徒指導をめざして
- 一 方法と して の教師の ロ ー ル プ レ イ学習に
? い て
-
, 千葉大学教育学部紀要, 50, 167-175･
(2) 口頭発表等 :
羽間京子 (2000):･ ｢人生の ス ト ー リ ー が変わ っ た+ と語 っ たク ライ エ ン ト
ー 的確な ク ライ エ
ン ト理解と治療者の ｢being+ の 重要性
-
, 日本心理臨床学会第19回大会発表論文集･ 113･
(3) 出版物 :
D. メ ァ - ン ズ著 ･ 岡村達也他訳 (2(伽). : パ - / ン セ ンタ ー ド ･ カ ウ ン セ リ ン グの実際
- ロ ジ ャ ー
ズ の ア プ ロ ー チ の新たな展開 - . コ ス モ ス ･ ライ ブラ リ ー
G..プ ラ ゥ テ ィ 著
･ 岡村達也他訳 (2001): プリ セ ラ ピ ー
- パ ー ソ ン 中心/体験過程療法か ら
の分裂病と発達障害 へ の挑戦 - . 日本評論杜.
第且部 諭 濃 縮
カ ウ,ン セ ラ - はいか に治療構造を組み立て て い くか
｢ゆう子の ケ ー ス+ の 再検討か ら
保 坂 亨
第1節 ｢ゆう子のケ - ス+ の再検討
1 は じめ に
佐治守夫先生が残されたカ セ ッ ト ｡ テ ー プ に よる学習教材し｢治療的面接の 実際 : ゆう子 の ケ - ス+
を羊こ で取り上げてみた い . 私自身が大学院生時代, この 嘩の 実際の テ ー プ草間い た七 きの 経験は
強く印象に残 っ て い る｡ そ の後, 学生相談を中心とする臨床経験をはさん で ,. 現在 ｢ 教育相談+
を学
ぶ 院生たちと共に こ の ｢ゆ う子の ケ ー ス+ の テ ー プを聞い て い る o そ して , 気づ い た こ と の ひ とっ
に
, (経験を積めば あたりまえの こ とともい え るが) こ の ケ - ′ ス の見方が ずい ぶん と変わ っ てき たと
い う こ とがあるム そ れこ そ初めて この テ ー プを聞い たときに は, カ ウ ン セ ラ ー とク ラ イ エ ン トの や
りとりだ 如こ目を (いや耳をとい う べ きか) 奪われて い た . しか し,,学生相談所の 相談員の 経験巷
はさん で久しぶりに 聞い たときに は, こ の ケ ー ス 全体が視野に 入ろ よう に な っ て い た . それ 時言い
換えれば, カ ウ ン セ ラ ー とク ライ エ ン トの 言琴を介して の 直接的なや りと り以外の 細か い 点が い ろ
い ろ気にな っ て きた とい う こ と で もある｡ 本節で は, そうした点を取り上げて検討して みた い ｡
2 ケ ー ス 概要
こ こで は以下の検討に関わる点を中心 に簡潔にま車め て おく (詳細は佐治(1985, pl-ll)に あ た ら
れた い)0
(I) カウ ン セ ラ ー - ク ライ･エ ン トの大学の非常勤講師
(2) クライ エ ン ト ニ 大学2年生女子 (20才)
(3) 来談ま で の 経緯 : 高校3年で 自殺未遂｡ 大学2年の 夏, ガ ス 自殺を図るが母親 に発見 さ れ入院｡
そ の後遺症に加え; う つ 状態な ど身体的, 精神的不調の た め 3週間入院し, 内科的治療 と精神神経
科の 医者の 面接を数回受ける ｡ 退院後も ｢もう大学に戻る気に は な れ な い , 何もす る意欲はお きな
い , イ ライ ラ してす こ しも気持が おちつ ふない+ な どの訴えが続き, 母親より大学 の研究室 の 方 へ ,
どうした らよ い か との連絡が入る ｡ ク ライ エ ン ト は, ｢ もう大学を続ける つ もり はな い か ら , 退学の
手続きをして はし い+ と母親に強要｡ 大学側は, ｢本人がそ の話をしに大学に 釆て は しい ｡ 退学の 決
定は先に の ばして もよい の だか ら, もう少し気持ちが おち っ くまで 待 っ て も よ い と思う｡ カ ウ ン セ
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リ ン グが専門の非常勤講師 (カ ウ ン セ ラ ー) の 了解を得て い る
-
か ら, カ ウ ン セ リ ン グを受け た ら ど
うか+ な どを母親を通 じて ク ライ エ ン ト に伝え て･い たム退 院後こ う した状態が約2 か月続き, 退学
の 手続きの ため , ク ライ エ ン トと母親が大学に来る とい う日 に 1 回目の面接が設定された｡
(4) 1回目の面療 :ク ライ エ ン トが部屋で はおち っ い て椅子に す わ っ て い られな い様子 な の で , カ
ウ ン セ ラ ー が ｢外を歩きな がら話す方が い い か な+ と言うと, うなずく (こ こま で 約15分)｡ 大学の
庭を5分ほど 一 緒に歩き, ベ ン チ に腰を下 ろす. そ こ で 時荘然
.
t した長い 疎黙が半球を ,しめ ながら
l
ち, 少しは話に なり約1時間す ごす. カウ ン セ ラ ー は次週 の 約束を し よう とす るが , ク ラ イ エ ン ト
l
は ｢約束し て もら っ て も, 釆て話して も, ム ダだ と思うか ら - ･+ と否定的｡ ｢とにかく境南をと っ
て おきますか ら - ･ o 来れな い1t きは電恵下さ い ね+ と言らて別れ るo
(5)
A
-2向日か .ら5回目まで の経過 :次週約束の 日 , ･ 画親か らめ電話 で1｢い ろ い ろ速ち て い 七. 結局
行く気になれな い様子です+
.
と の ことムー
`
カウ ン セう ー か ら, イ次のとの時間た待 っ て い る一 の で ,- お母
さんが少し強硬たセも言 っ て ,･連れて きて下 さい ません か?+ と頼むo
次週母親と来談, 2回目の面接. 生活史な どカ ウ ン セ ラ ー め細い か けに 応 じ て 語り',′ 生き てい る
ことの無意味な感じな ども前回より まとま っ た形で衰現する｡ 前 に 入院して い た病院カゝら薬 (抗う
つ 剤 ･ 精神安定剤) を出し
■
て もら っ て い るが, 自分は行か ず母親 に とり に い一っ て もら ゥ て い る. で
も飲ん で もきか ない
■
の であま り飲まな いセい る との･こ と. カ ウ ン セ ラ ー は, ｢今の あな た に お薬 は必
要だか ら飲むよう に+ と指示するがi 後 で母親に 聞く と, そ の後もは とん ど飲ん で い なか っ た様子.
カ ウ ン セ ラ ー の都合で 2,週後に 3回目, ク ラ イ エ ン トは 一 人でや ち てく るム 少し声も大きく な り,
｢こうして い て も仕方な い か ら, 何か や ろうか とい う気持に な っ て い る+ な どと語 るが , 今ま で と同
じく, 生きて い る こ との 罪悪感, 無意味感な ども語 り続ける｡
年明けの ･4回目, や はりク ライ 土 ン ト は ⊥ 人 でヰ Ij 七くる｡ 大学の 講義に出始 める な ど去年の 秋
よりも生活に少し張りが出て きて い る様子｡ そ の後互 い に 時間が取れず 2週間間が あき, そ の こ と
■
も影響した の か と思 われ る し, そ して 同時に , 期束試験が 間近にな っ たプ レ ッ シ ャ ー も大きか っ た
の とが重な っ て , おち こみ が再びひ どく な る｡
･
-
5慣自の予定の時間に ク ラ‾ィよ ン トi
､
ま現 れず, 代わりに姉か初めて来談. ｢今ま･で にも,-あ っ 1=･こ と
だ示∴イライ∴ラ し七い る様子 で , 主と して由親 に, 時に は私 に も,.
I.ヵ ー ッ と な っ て優 りかか '''たり
する｡ ヒ重な･ゼ を持ち･出して 母の 首をしめ て殺し, 自分も死 にた い とい う.･卓の は れ 小さ心 乱暴
がいく つ かある. 大学に来る と, どうI
I
Lようもなくい やな気持たな る の セ , もう来た くな い と言 っ
て い る+ との一 ことこ‾･その場で姉か ち自宅 に電話して もらい, 本人を竜話口 に 呼び出して もらう｡ 渋 っ
て い たが ,
,
少 し強く廟得して , 当日の 夕尤 別の場所で の面接を,r｢ お母さ
′
んに つ い て釆て
'
も ら･J' て
で も来る ようた+` と取り決め る ｡ 七 の
'
E]ケ ライrl ン トは母親と共に 来談■し,I 5回目の 面接 と
■な る
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(この面接が再現され, テ ー プと共に公表されて い る)0
こ の 5回目の 1時間の 面接の 最後に カ ウ ン セ ラ ー は, すぐ翌 日 に 6 回目の 面接 を提案 し, ク ライ
エ ン トの 同意を得て い る. さ ら一 に面接後, 母親とも15分は どあい ,■｢少,}{し おち っ い た様子 なの で あま
り心配 しなくて もよい と思う｡ 明日また会うつ もり+ な どを告げて い る ｡
31 検討 の ポイ ン ト : カ ウ ンセ ラ ー に よ る面接構造の 組み立て
先にも■述べ たよう に , 私が学生相談所の 臨床経験をふまえ て 再度 この ケ ー ス を見た とき に気づ い
た こ とは, カウ ン セ ラ ー が 一 貫して この 面接の構造的展開を主体的 ･ 積極的に組み 立て て い く.姿勢
で あ っ た ｡ 当然の こ とな が ら, 自分が 院生の と き に は こ うした ケ ー ス 全体の こ とは視野に入らな
か っ た｡
こ の カ ウ ン セ ラ ー は, 来談に必ず しも積極的で な いク ライ エ ン ト に対して , きわ め て オ ー ソ ド ッ
ク ス な週1回の カ ウ ン セ リ ン グを提案する.'次週 の 2回目に 現れな いL9 ライエ ン トに 対
ILて , 母親
を通 じて強く来淡 を勧め る｡ 続く3回の面接の後, 5回目に 現 れない ク ライ エ ツ . 卜に対 して も,｢ 少
し強く説得+ して ま で来談を勧め, さ らに翌 日の 面接 (6､回目) を自分か ら設定する｡ 同時に母親と
の 短時間の面接をするなど, すべ てカ ウ ン セ ラ ー の 判断でこ うした面接構造を組.み立 て て い っ て い
る o もちろんク ライ エ ン ト の意向を決して無視して い るわ叶で はな い が , カ ウ ン セ ラ ー の 積極的姿
勢が 目に つ く6回目まで の 展開がある｡
当然 こ功 ｢ゆう子 の ケ - ス+ は, 逐語記録と共に再現 テ ー プが ある 5回目と 9回目の 菓際の 面接
の 中の , カウ ン セ ラ ー とク ライ エ ン トの言語を介して の 直接的な やりとりと い う観点 から検討さ れ
る ことが多い だ ろうーo また, 初'L者向けの学習教材と して使用連 れる こ と か ら, そう し たや りとり
に目が向きやす い の は当然か-もしれな い . -それだ けで も内容豊富なた め, こう した カ ウ ン セう ー が
積極的に作り出して い る面接構造まで言及される こ と は残念な が ら少ない よう だ ｡ ･.しか し, 面接時
問内め交流め前提として; カ ウ ン セ ラ■- が こ の クう イ エ ン ト に対 して どの よう な見立 て を持 っ た の
か ,･また その 見立て に基づ い て この ク ライ エ ン トとの面接構造をい か に組み立 て ようと し て い る.の
か ,dtい っ た点も見逃すこ との で きない 重要な ポイ ン トで あろうo
そ もそもカウ ン セ ラ ー が面接構造を組み立て る第 一 歩に , そ の ク ラ イ エ ン ト との面接を自分が引
き受けるか どうか , ま た引き受けるとしたらど の ような条件で 引き受ける の か とい っ た; ス ク リ ー
ニ ン グを含む見立て がある. こ の ケ ー ス で い え ば, カ ウ ン セ ラ ー は 2度の 自殺未遂の 経験を持つ ク
ライ エ ン トの 状態に つ い て , 服薬を ｢ 指示+､ して い る こ とな どか ら, そ の 見立 を推察す る こ とが可
能であ ろうo しか し残念な が ら, この ケ ー ス に つ い て はカ ウ ン セ ラ ー の 見立て に つ い て ほ とん ど記
述さ れ て い な い ｡ カウ ン セ リ ン グに つ い て の 一 般的な講義よりも, 事例に つ い て 語る こ とが 多か っ
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た佐治先生 で はあるが, その ク ライ エ ン ト に対す る見立 て を言語化 さ れ る こ と は, 私が知 る限り で
は極端に少なか っ た よう に思う. もち ろん そ うした見立て を持 っ て い な か っ た わi で はな く, 晩年
l
の 事例をあげて の講義で は ｢個人的な診断, 見立 て+ につ い て言及 きれて い た ようだ (佐治,･1997,
p39)0
こ の ケ ー ス に つ い て もそうした見立て に基づ い て , こ こ で取り上 げた積極的な面接構造の 組み立
て がある こ とは まちが い な い ｡ 当然, 服薬の点で ぎらに積極的 に は･, カ ウ ン セ ラ ー が連携 で きる精
神科医 へ の受診を勧める と い っ た こ とも検討に値しよう｡ た とえ ば先に あげた事例で は積極的に精
神科医と連携 L
l
て薬を出して もら っ たと い う記述が ある (佐治, 1983, p8/1997, p83)0
た だし, て うした点で気に なる の は, そう した見立て に基づ い て 面接を引き受けた オ ウ ン セ ラ ー
が , い ろい ろな都合からで あろうが , 過 1回 の面接時間を確保で き て い な い こ とで ある ｡ な ぜ な ら
ば推察しう る こ の カ ウ ン セ ラ ー の 見立 て と
■
そ の後の 行動からい っ て , 週 1回 の 面接と い う の は, て
めク ライ エ ン トを引き受けるため の重要な条件 であ っ たろうと考え られ る か ら で ある ｡ そ れに 比 べ
ると,r服薬が どの 程度重要な条件で あち た かどうか は議論の わかれ るとこ ろで あろう｡
しかしな が ら, 実際は, 1回目か ら3回目まで は結果と して 2週 間隔に な っ て おり, 3匝一目と 4
回目は冬休み をはさん で い 'a (間隔は不明だ が,.r お そ らく1週間以上あい て い た と思われ る)o そ し
て, 問題の 4回目と5回目も2週 間の 間が あい て い るo カ ウ ン セ ラ ー .も考え て い る よう に , こ の 面
接間隔がク ライ エ ン トの再度の おち こ み に影響 した可能性はある だ ろう ｡ そ もそ もカ ウ ン セ ラ ー の
持 っ て い た見立 てか らい え ば, 週･1回の 面接時間の確保は, こ の ク ラ イ エ ン ト に と っ て 必要な こ と
で はなか っ た ろうか ｡ だか ら こ そカ ウ ン セ ラ ー は, あれギけ積極的に 面接構造を組み立 て よう と し
た の で はなか っ たか o 5回目の 面接内容と して検討き れる直接的なや り とり.(逐語記録 : テ ー プ)
の 前提と して , こうした点を見逃す こ とは で きな い と , 臨床経験をふ ま え た後 の 私は感 じ た の で あ
るo そ して , だ か らこそ 5回目の翌 日 に 6回目の面接をカ ウ ン セ ラ ー か ら申 し出る こ とが 理解で き.
る o こ の申 し出に つ い て カウ ン セ ラ ー は, ｢カ ウ ン セ ラ ー 側の心配が強す ぎたため で, 不必要で もあ っ
た:と思うの で すが, 後半の展開か らして , もう 一 度明日会 っ て , 今日 は充分話せ なか っ た 試験の 事
も気がかりで あろうク ライ エ ン 卜 と, そ の事も含めて話した い と思 っ て い た+-と振り返 っ て い る.
しか し,
■
すで に述 べ た ように こ の 申し出をそ れま で の 流れ, すな わち こ の カ ウ ン セ ラ ー の こ の ク ラ
イ エ ン ト に対する見立て , およびそ れに 合 っ た面接時間の確保と い う観点か ら検討する こ とも可鰭
だ ろう｡
以下第2節で は,､ こ の検討をふ まえ,
一 般的に カウ ン セ ラ ー が面接構造 をい か に組み立 て て い く
か に焦点をあて て考え てみ た小 o
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第2節 カウ ン せ ラ - に よる面接構造 の組み立て
1 タ ライ 耳 ン トとカ ウ ン セ ラ - が 出会うま で
平木 (1997) が指摘す るように, こ れまで あまりふ れ られ る こ とがなか っ たが , ク ライ エ ン トと カ
ウ ン セ ラ ー が出会うまで に は ｢い わば面接の 序奏ある い は助走と で も呼ばれる ような段階+ があり,
それは当然の ことなが ら両者の 出会い , つ まりは面接に影響 して い る ｡ そ こ で , まず は じめ に そ の
序奏 (あるい は助走) が本節の テ ー マ で ある面接の 構造を作 っ て いく こ とに どの ように影響して く
るかとい うと こ ろから検討を始め たい ｡
(I) クライ エ ン トが カウ ン セラ十 に会うまで
1) 動 機
ク ライ エ ン ト側の 出発点は , カ ウ ン セ リ ン グを受けようとす る動機だ ろう｡ こ れ に は自発的に 受
けようとする場合と , 誰か に勧め られて 受けようとする場合が 考えられるが , それ ほ ど極端な タイ
プがふ た つ だけあ るわけ で はな い ｡ 実際の タ ライ エ ン ト個人 は, 100%自発的な場合と100%強制的な
場合を両極と して , 両者が微妙に入り交じ っ た ス ペ ク ト ル の ど こ か に位置して い る｡ も っ とも厳密
に い えば, 他者に連れ られ て きた にせ よ1PO%強制的と い う こと はありえな い ｡ カ ウ ン セ ラ ー の 前に
現れ たク ライ エ ン ト はい くぼくか の自発性 - 援助を求める気持ち がある と い っ て よ いだ ろう o そ の
点, 先に見た経過からい っ て も前節の ｢ゆう子+ の 動機を見積もる こと はむずか し い ｡ しか.し, こう
した見積もりにく い動機を持 っ たク ライ ア ン ト は実際われわれの 前に多く現れ るd
いずれ に して も, こ の 動機づ けが カウ ン セ リ ン グを受ける出発点と､して の エ ネ ル ギ ー で ある こ と
はまちが い な い ｡.治療契約に至 るまで に そ れを的確に見積もる こ と は, 面接の 構造を作る際の 重要
な判断材料となりうる ｡
2) 経 過
次に, ク ライ エ ン トが持っ 問題 や悩み に対し て , それま で に どの よう に取り組んで きた か と いう
歴史がある ｡ まず, 自分自身で そ れに向か い , 自分 一 人 で は解決で きな い こ と が わか っ て , 周囲の
人の援助を求める ｡ 行動の 異常を示す人の 中には, 自ら援助を求め な い人 もある が, そ の 人が期待
する形の援助が提示さ れると容易に援助を求め る人 へ と変貌す るL(神田橋, 1989)｡･ そ の 結果, 自分
なりの 解決の試み がうまく いか ず, 周囲 の人か ら適切な援助を受けられ な い と き (周囲の 人 に相談
で きな い , あるい は相談して も解決しな い な ど), カウ ン セ リ ン グとい う援助を受ける と い う決断が
ひと っ の選択肢と して登場する. 当然, それ以上 の 援助を求め る こ とをあき.らめる と い う選択肢や,
宗教とい う選択肢もありうる ｡
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こ こ に至 っ て , 初めて 実在の具体的な カ ウ.
ン ヤ予て ,Jな い し はカ ウ ン セ リ ン グを受けられ る所が
Yl
意識される こ と にな るo ク ライ エ ン トふらすれ ば, 本k,雑誌なとか ら得た知識や , 周 囲の 人の 紹介
に よ っ て ある具体的なカ ウ ン セ ラ ー (な い しはあるカ ウ ン セ.
I)-l ン グ機関);,b5Tよ うやく 目の 前に現 れ
るの である｡ そ して , そ の カ ウ ン セ ラ ⊥ (ある い はカウ ン セ リ ン グ機関) の援助,･ つ まり はカウ ン セ
リ ン グを受ける と いう決断を経て; ク ライ エ ,ン ト は申 し込み.と い う具体的行動を取る羊とにな るo
したが っ て ,
′
こ こ に はそ れぞれの ク ライ エ ン ト怒 りの 自分の 問題 へ の取り組み方 へ の 歴史 (経緯)
があり, そ れに 対して そ の人の持つ カ ウ ン セ サ ン ダへ の 期待を含め たイ メ ー ジ (, ど の よう な援助を
受けられると思 っ て い るの か) が あらか じめある ことに な る｡ こうしてク ライ エ ン ト はカウ ン セ ラ
ー
に た どり着く の で ある｡ 松井 (1997) は, この あ たりの こ とを ｢ク ライ エ ン ト は幻想を持 っ て や っ て
く る+ と指摘したうえ で , 治療契約の 導入 に あた っ てイ メ ナ ジの 確認 と.もいrう ベ き
,兜入観 (幻想)≡
の 修正が重要 で あると して い る . い わば, 近年注目さ れ て い る
一 般医学に お け るイ ン フ ォ ー ム ド て
j ン セ ン ト (説明と同意) に あたる もの で あろうo ､当然の こ と な がl.ら ‥ 面接の傭 造はそ の 上 で 作ら
れ て いく こ■と に な る ｡
3) 申し込み
･こう して ク ライ エ ン トと カウ ン セ リ ツ グ機関'(な い しはカウ ン セ ラ -) との 最初の 接触が始 ま る ｡
_この ときい きなりあるカ ウ ン セ リ ン グ機関 に現 れる人が い な い で は な い が･(そ れ はそ れで そ の 人 の
切迫さや病理性をあ らわ して い る),■現在で は ど この 機関も電話で予約を申し込む シ ス テ ム に な っ て
い る. 電話 と はい え この 申し込み は当熱,.単に 日時の約束だ けで 時す ま な い . ク ライ エ ン ト は, 吃
にゆえ申し込むの か とい う こ七 か ら, 自分の 問題 の概要を語る こIt に な る . (こ の とき'ど の 程度ま で
内容につ い て 聞くか は, 以下(2)で述 べ る ような専門的な判断を含む た めにき わめ て む ずか し い ｡)
こ の ときの ク ライ エ ン ト は, 上記に述 べ た ようにそ の 人な り‾の 背最 ( 動機や 経緯) を持ち, そ の
人なり?カ ウ ン セ リ ン グ へ のイ メ
ー ジ (ある い は幻想) を持 - て申 し込 み に 至る 以上 , 当然 どこ か
で こ こが自分の イ メ ー ジ に 合うか どうか を推 し量 っ て い ると い っ て よ い だ ろう｡ つ まり は ｢意識的
に も無意識的に も,､自分Q)問題に つ い て そ こ で相鉄 して もらえる か ど うか を受付の 人 に 判断して ち
らおうJとする気持ち と, その 相訣機関が自分の 期待に そうか どうか を確か めよう とす る気持ちが働
いて い る.(平木, 1997) と い え よう o
受付の 主た る目的 (主訴な ど必要な情報の伝達と初回面接のJE]時設定,.時間 や.料金の 確認)
L か ら
い えば,
ー 一 見事務的な やり.tり になりが.ちな こ の最初の 接触 札､ こ れま で の記述 か らわか る よ う に
きわめ て重要な意味を持っ て い る｡ こ こ に至 るま で に さまざま な背景を背負 っ た クラ イ エ ン ト側か
らすれば; こ の 受付時の や り取りが親しみ やす-㍗, か っ 要領を得たわかりやすい 応対か どうか によ っ
て カウ ン セ リ ン グ へ の動機づけが高くな っ たり., 低く な っ たりす る こ と が ありう る｡ 儀 端な 場合,
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この 時の 印象 によ b て は来談しな い とい う こ とも起 こ る. こう した点で , 受付にあた る人の 仕事は
きわめ て重要で あるが, 残念な がら木村 (194) が指摘する ように , こ の点をきちん と取り上 げた も
の は はとん どみあた らな い ｡ (唯一 の 例外が この 木村論文だ ろう｡)`
4･)r面接まで の心の 準備
上記の ように, 受付時の 印象を持 っ てク ライ エ ソ トは, 初回面接, つ まり は初め て カ ウ ン セ ラ
ー
に会うまで の 時間を過 ごす｡ この受付か ら初回面接までの い わ ば待ち時間もク ライ エ ン ト の 気持ち
に微妙な影を落とす｡ たとえ ば, 予約が とれた こlと で は っ と･L, 今まで にくら べ て ず っ と楽な気持
ちにな るかもしれな い o あ るい は, 自分の 問琴に つ い て カ ウ ン セ ラ ー 古手どう話そ うか と自分の 心 の
中で シ ュ ミ レ - シ ョ ンする こと に.よ っ て , 今ま で見えなか っ た もの が 見えて くる申もしれ な い o 逆
に, 長い待ち時間に よ っ て 払 い.っ 七 ん はほ っ と した もの の 再び不安が 高ま
っ て いくと い う こ と.あ
.あり･うる｡
ま た, 親子で来談する場合に は, 申し込み をした親か ら子 どもに な ん らか の 情報が伝わり , それ
杏.めぐ っ て なん らか の話 し合い が なさ れる｡ こ こ に は難が子どもに何をどう伝え るか と い う問題や ,
来談をめぐ っ て どのネうな話･.し合い が な されたの か とい う問題 があ る ｡ そ
の 結果と して , 両者が来
談す る場合もあれ ば, 申 し込み逢 した親しか現 れな い こ とも起 こ り得る ｡ い ずれ にして も申し込 み
か ら来談ま で も, 個人 の 申で , あるい は家族の 申で, さま.ざま な動きザ あ っ た うえ で ク ライ エ ン ト
はカ ウ ン セ ラ ー の前 に現 れるの である .
こ の よう にク ライ エ ン ト がカウ ン セ ラ ー に 出会うまで に は, そ の 後の.カ ウー ン セ リ
ン グの 展開に 影
響をもたらすさ･ま ぎま な要因があり; すで にその人 なりの序奏が奏で られ て い る ( 助走 が始ま っ て
い る) こ とをお さえ る必要が ある ｡ なぜ なち ば, 大きな奉味で 面接の 構造を作 っ て い く基礎的な件
業は,･,以下の ような. これに 合わせ た九ウ ン セう T 側の準嘩段階に おい て す で に 始阜 っ て い る こ と が
多い ので ある｡
(2).カ ウ ンセ ラ
ー がク ライ エ ン十に会うまで
1) カ ウ ン セ リ ン グを引き受けるか どうか : 面接構造の 入口
カウ ン セ ラ ー 側の 出発点 は, 自分自身の 個人払 お よび専門家と して の 特徴, 言い 換え れば個人
として も専門家と して も自分自身の長所と限界をどう つ かん で い るか で あろう ｡ そ･れ に基 づし.
､て ,
ある特定個人 (ク ライ エ ン ト) の カ ウ ン セ リ ン グを引き受けるかどうか の判断をする ことに なるo
しか し, こ の 小 わば入 口ともい うべ き判断する主体は, そ の カ ウ ン セ ラ ー が どこ に どう い う立場
で 置かれて い るか に よ っ て大きくちがう場合が ある . たと えば, 個人 で 独立した開業カ ウ ン セ ラ ー
で あれば, これ を自分個人 の責任に お い て 自分で行うの が当然 で ある ｡ 逆 に , ど こか の 機関に お い
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て実習中の新来カ ウ ン セ ラ ー (た とえ ば大学院生) で あれば, そ の 判断はそ の 機関の貸 任者 (な い
しはそゐ機関に おい て実質的にそ の カ ウ ン セ ラ ー の 指導的立場 に ある者) が代わ v,
'
･･T行う こ と に な
る｡ (この 問題 は以下2 で詳しく取り上 げる｡)
これを先の ク ライ エ ン ト側の流れに合わせ て より具体的に論 じる と ,
･
そ の機 関が どの よ うな受付
シ ス テ ム を持 っ て い るかが ひと っ めボ イ ン 卜に な る. 通常そ の シ ス テ rム の ど こ か に, そ もそ も当該
ク ライ エ ン トと の カウ ン セ リ ン グを引き受けるか どうか の 判断が含ま れる ｡ こ の た め ク ラ イ エ ン ト
側だ けで なく, 受付す る側も単に名前や連絡先を開 削ぎよ い の で は な くし, 相談内容に 踏み込ん で 聞
かぎるを得な い｡ そ して , 問題や状況に よ っ て は, 受付時点 で は回答を保留す る場合もあり得る ｡
こ こから先 は, そ の機関の 受付 シ ス テ ム に よ っ 七, 責任者個人, ある い は受理 (イ ン チ - ク)面接を
別個に独立 して行 っ て そ の 担当者ない いま受理 (イ ン テ - ク) 会議が当該 ク ライ エ ン トの カ ウ ン セ
リ ン グを引き受けるか どうか の判断を行うこ と に な るo (現実的に は, 担当カ ウ ン セ ラ ー の 初回面接
に お ける判断に任せ られ るこ とが多い よう.だ o)
■
,.
しかし, 家族療法家と-して開業し七い る中村 (1997) は,･初回面接の ｢心得+ を述 べ る に あた り一,
｢InitiふI Telephon e Contact+-を標題 に 掲げ, ｢ 最初の電話で の 接触の 最終的な 目的+･ と し て .｢ 償金
うベ きか ,一会わざる ベ きか'' を決定す る こ と+ をあげて い る｡ そ の 理由と して 彼は ｢受理 で きなか っ
た場合の ケ ー ス へ の経済的負担 (保険診療で ほな い) や 『せ っ か く出向い た の に･ひ き っ づ い て 診 て
もらえ な い』 とい う心理的落胆 を考え, で きる だけ この 電話で の接触で受理の 是非を決定 し て い る+
と述 べ て い る . こうILた配慮は,' 彼が豊富な経験を ふ まえ, ｢い か なる精神療法も直接, 間接の 如何
を問あず ケ ー ス との最初の接触か■ら始ま っ て い ると考え+∴｢電話 で の 接触と い え ども, 広義の 精神
療法的 『面接』 とし て+ 位置づ ける こ とが で きるか らで あろう｡ そ して , わずか10分以内の 最初の 電
話に つ い て , 来談者の指定を含む家族の 面接参加の 要請な ど具体的な 介入方法お よ び そ れ に 基 づく
家族関係の 見立 て を提示する ことが可能で ある と指摘 して い る. これ は, 独立 して 開業して い る ヴi
テ ラ ン の家族療法家な らで はの 卓見で あろう. つ まりカ ウ ン セ リ ン グ機関 (な い しカ ウ ン セ ラ ー )
側か らすれば, 受付段階で そ の ク ライ エ ン トの カウ ン セ･リ ン グ を引き受 けるか どうか と いう最初の
専門的判断がありえ , 引き受ける場合はその 際の印象 ( 自分の問 題 を どの よう･ に話 した か な ど) す
べ て が,.どの ように面接の構造を作づ て い くか の重要な情報と な るの で あるム
2) 誰と会うの か :面接構造の第 一 歩J
さ ら■に; こ の 中村の イ来談者の指定+ と いう指摘に ある よう に ,'受付時の 専門的判断の 中に は,
∴
誰
が カウ ン セ リ ン グを受ける の かとい う問題が含まれる こ とが あ る｡ た と え ば, 子 どもの 問題 で 親が
申し込 みの 電話をか けて きたとき,
÷
｢最初か ら子どもも連れて い く べ きで しょ うか ?+ と尋ね られ た
りする ｡
､･あるい は, 夫婦関係の こ と で 一 方の 配偶者が申し込 ん セき た場合も同様で あ る . こ れ ら は
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すべ て こ の段階で, 申し込ん で きた親 (ある い は片方の配偶者) の個人カ ウ ン セ リ ン グにする の か,
母と子 ども (ある い は配偶者そ れぞ れ) の並行カ ウ ン セ リ ン グに す･る の申, 両親 と子 どもを 一 緒に
した家族療法 (あるい は夫婦合同面接) にする の かとい う, 誰がどの ような面接を受ける の か と い
う形態を問われ る こ とに な る｡ つ まり は, 大きな面接構造の 枠組み と もい うベ き治療形態を決定す
る, きわめて 高度な専門的判断が求め られる こ とがありうる ｡ こ れ も現実的に は, 初回面接 はとり
あえず申し込ん で きた人だ けで行い , 担当カウ ン セ ラ ー が そ の･ときの情報を もと に判断するちと が
多い ようだ｡
しか も, 現実に は この ような問題 も, 第 一 に そ の カウ ン セ ラ.-･が 所属す る場 (機関)キそ の立場
が持つ 特徴に大きく左右されるo 公立の 教育相談重か , 民間の カ ウ ン セ T) ン グ ･ ヤ ン 夕 - か に よ っ
て , どの ような方針で どの ようなカ ウ ン セ リ ン グをして い る か や, ク ライ エ ン ト.
･の 受け入れ体串り ･
ス タ ッ フ の 人的資源･は決ま っ ており, カウ ン セ ラ ー 個人の特徴以上 に , そ の:場の腐 っ 特徴 によ っ て
決定され る こ とが 多い ｡ た.とえ ば, 公立の 教育相談室で は, 先に 述
べ た ように とりあ えず電話で 申
し込んできた母親に 一 人で釆て もら っ て初回面接 (あるい は受理面接) .を行い , そ の担当者の 判断
で次回か ら母と子どもの 来襲 (多く は並行面接) が決定されるo
さ らに, こうした こLと に加え て , 面接室をは じめとする物理的環境な ど も機関に よ.っ て さ まぎま
で あり, それらがす べ て ま た以下の よう なカ ウ ン セ ラ ー 申準備態勢に影響 してく る.
3)･ どこ で会うの か : 面接筆の 選択
カウ ン セ ラ ー は,
<
上記 の よう布流れの 受付を経て担当が決定し た後, 当該ク ライ エ ン卜Q)情報を
得て, 予約さ れた初回面接日 まで に さまざま な こ とに思い をめ ぐらせ て 準備をす る ｡ こ の 準備 の ひ
と っ と七 て , どの ような部屋 で どの よ.うに ク ライ
エ ン トと会うの か とI､う選択も含まれろo
･ そもそ も面接室 は, ク ライ エ ン ト にと っ て カウ ン セ ラ rq)J 分身あゃい は琴長物 (佐野, 1995)+
であり, 面接室 の家具や絵画 な ど調度品は ｢物理的存在で ありながら - 方で は心理的な存在 (佐野,
1995)+･として 認知され るo 当然そ れらをすづて 自分q)思うがま･ 射 手用意 できる開業カ ウ ン.
セ ラ ー は･
そ の重要性をよく つ かん で い る｡ たと えば, 神田橋 (1984) は 『面接の場』 と いう章に おヤ､て , 開業
した際の北山修の 言葉と して ｢ 敷物や , 机や, 椅子や, その 他の品々を, デ パ ー トを回 っ たり して,
選ん で い て, それ らはすベ て , 治療者として の 自分の メ ッ セ ー ジで あり, 自分の 体の 延長で もある
ことが実感された+ という内容を紹介して い る. また, そうでなくとも経験を積ん だ も10であれ畔,
与え られた部屋 (物理的環境) の 中セ, か な､りそうした問題 を意識 して カ ウ ン セ リ ン グを行 っ て い
るQ 一 方で, 所属する機関に ある与え られた面接室を複数の カウ ン セ ラ ー と い っ し ょ に使用 してL
J
､
る場合 (日本で は多くは そう で あろう), 面接室の心理的な影響に つ い て残念なが らあまり考慮され
て いない現実もある. しか しなが らそうし た大きな影響が ある ことは知 っ て おく こと埠必要であ ろう｡
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そうした多くの 現状に おい て も, 複数部屋が あれば ど こを使う か と い う選択が あり,▲ そ こ に は ど
の よ
'
ぅな面接を行うの か とい う判断も含まれ る こ と中音ある. た とえば, 思春期の 予 ども に会う とき
に プ レイ-)I, - ム で 会うの か面接室 で会うの か に よ づ て , q 遊戯療法か から ン セ リ ン グか とい う選択 を
行う こ
E
と に な る (廃坂, 1983)o ま た, 大人 でも; 箱庭の ある部屋と そ う で な い 部屋が あれば, 箱庭
療法を行うか どうかの選択が ありうるo したが っ 七, 受付時の 情報をもとに,
.
こ の部屋め 選択と い
う準備段階まセで , 母親に右ま個人面接 (カ ウ ン セ リ ン グ)
I
. 子どもに は遊戯療法と い う大きな枠組
み (一 種の面接の構造) は決定され て しまう ことが多い o
4) どの よう
■
に会うの
.
か :面接室ゐセ ッ テ ィ ン グ.
また, ひ と つ の同 じ面接室 にし七■も, ･どうい うセ ッ テ ィ ン グ たす る の か に つ い` て は, . どの よ うな
状況 であれカ ウ ン セ ラ ー の独自性がか なら発揮で鳥る ｡ そ こ で; 以下少し詳しく論じて み よう.
た とえ ば,
'
前節の ｢ゆ う子 の ケ + ス+;■におい て は, 残念な が ら面接室 で の3l たりの億置 に つ い て
はふ れ ら-れ
■
て い な い ｡ (ちな み に私の由る鹿槍先生 は, クラ イ ア ン トと90度に面 して すわ っ て い た .)
しか し,･ 先は述べ た ように
1
1回自の面接たっ い て次の よう. な記述 が ある占 ｢おち つ い て椅子 にすわ っ
て い られな い様子 なの で , ｢外を歩きなが ら話す方が い いカ;揺+■ と言う と, うな づく'の で , 大学の 庭
壷5 分はど 一 緒に歩き, ベ′ン チ に腰巻下ろす と, そ こ で は荘然と し た長い沈黙が半ばを しめ なが ら
ち, 少し話し てくれ哀したo+ 以下1博聞ほ ど; こ の ベ ン チ七腰掛けた . お与 らく は戯 ん で ベ ン チ に
すわる位置 で , ふ たりは話して い た と思われる. こう した ク ライ ア ッ ト七 カ ウ ン セ ラ ー の 物理的位
置をとの ように とる か に つ い て も, カ ウ ン セ う ー が主体的に 決定 し て い く葡造 化と い う面 が ある と
い えよう｡
この 問題に対して神田療(1
-
984)
'
は, 緊張の 高い 精神科の 患者に対 しで は,･90度対面法で ｢境界物+
が あち た方かよいと指摘し, 平均的な精神科改案室 の机と椅子の.配置 (図■1) を以下の よ うに説明
･
しic'い るム.｢Ⅰ∋で は,■机の引き出しが右側にある の で医師の 位置 は患者か･ら凄くなる . メ モ･の た め に
右手を机に近づ け岳の や,▲椅子は机に対 しはぼ正面 と なり,
‾
顔ば患者と90度で 対面す る よう に な り;
時折首をまわして, 患者の方を見る ことに な るo 康線で示した よう にr｡ 椅子を動か し て ,LIA とほ ぼ
同様め位置関係たな る
.
こともある が, 鹿期間の 現象で あるi- 患者は矢印の 範囲内 で 移動する+こ とが
で きるか, 周 セ分か る ように;両者 の 間に机の 角が大きくせ り
■由して おり, -A の 場合より障壁 は大
き
■
い
o 編者を比較す
1
る七 A の 万が 一 般医療向･卓 で あり{
1
B の方が , 90度の位置に な る ,こ と.:t･, 障壁
が大きいl= ととで , 精神的に 重症の 患者向をで あーる.+ 彼はさ･らに これに経けせ, ; ド ア や窓の 位置に
までふれそし＼る. こ こ で 彼が 『面接め場』 たらい て詳述して い るの は,. そ れが治療構造論の イ実地応
用の 一 例+ト で あり, との問題を考え.る=p･と が ｢ 面接技術上連の コ
･
ツ+ セあると して い るか,.1私も以下
の よう
:な自身め経験か らま っ たく同感で ある ｡
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ある時代, 私は図2 に示した ような丸い テ ー ブ ル に 3つ の 椅子を120度に置い た面接室を好ん で使 っ
て い たo すわる位置は基本的にク ライ エ ン トに任せ ても1たが , ･一 こ れに よ っ て い く つ か気がつ ナI?キこ
とが ある. どの ようにすわるか指示を求め.る人 と, こちらの 位置に はか まわず自分か ら さ っ さ とす
わ る人が い る こと o 椅子 をあまり動か さず120度の ままにする人 と, 動かトて対面 (180度) にt･よう,
とする人がい る こ とD 自分自身は右手よりも左手にク ラ:1 エ ン トがす わる方が串ち つ く羊と , な ど
で あるo 同時に, 一 こう したこ と に目.が いく よう にな っ た結果, ク ライ エ ㌢トの 衣服 や姿勢, 全休的
な様子な どか ら受ける印象も含吟て , いわゆる非言語的側面 , ノ ン ヴ ァ T パ ル ｡ ヲ ミ 且 ニ ケ ∵ シ ･ヨ
ン に敏感にな っ て い っ た ように 思う. カウ ン セ リ ン グに おい で こう し た側面が重要な こ と嘩い うま
で もな い (春木, 1987`; 亀 1995)o これ らも含め て面接室で の､タ ライ エ ン:.[ のすわり方か ら, (あく
まで もかなり大雑把で はあ るが)｢羊ち.らと対面し ようとする人の方が健康度が高い , あゃい は逆 に
病理を含め た問題 の 重さが感じ ら れる人は ど椅子をあまり動か さず120度の阜ますわ.る+ 辛い ?た よ
うな見立て が可能とな っ 七 とい う経験を持っ て い るo 私に,と っ て 札 ･羊の 間額を考え る こ とは, 漢
さ に r 面接技術向上 の .-3 ツ+ で あ っ た . (加え て言うな らば , 優れた事例報告に は埠ず 羊う した非言
語的側面に注目した記述 がある とい っ て も過言で はなか ろう｡)･
2 ､力ウ ン セ ラ ｢ は い か に面接構造を組み立て て いくか : 治療選埠か らの 検宙
･
l カウ ン セ ラ ー は, 屈節の ｢ゆう子の ケ÷ス+ に み る串う に ,･本来 一 貫 して琴線の滞造的琴闘争主
体的 ･ 積極的に組み立て て いくもの で をるo しか し, 上記1 - (2)に環ベ て きた よ う古手, 受付 シ ス.チ
ム の 中で そう した主体性が埋没して しまうこ とがままある｡ そ の 極端な例が , ある機関で軍習中の
カ ウ ン セ ラ ー が, 子 ども担当ことして 遊戯療法をす るような場合で あ ろうo 母親面接者が別 に い て 指
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導的立場にあ冬場合な ど, その 構造 (母子並行, 週 1回 な ど) が , どの ような理由で選ばれた の か に
つ い て , ､主体的 ･ 積極的に関わ っ て は い な い か らで あろ｡
そ の 際, カ ウ ン セ ラ ー (な い しは治療チ - ム)I: が そ の ク ライ エ ン ト に 対し て
1
どの よ うな見立 て を
持 っ たの か とい うア セ ス メ ン トがきわめ て重要な こ とはいうま で もな い . な お , 羊の 見立 て に おい
て , クライ エ ン ト側の序奏が い か に重要 であり, か っ そ れやがそ の まま面接構造甲組'み立 て に か か
わ っ てく るか に つ い て はすで に上記1 で 述べ て きた ｡ そ こ で , カ ウ ン セ ラ ー が そ の ア セ ス メ ン ト に
基づ い て こ の ク ライ エ ン トとの 面接構造をいか に組み立て よう と して い く の か に づ い て , こ こ でtま
治療選択とい う観点か,ら検討して み よう. 4
(1) ク ライ エ ン トを引き受けるか どうか : カ ウ ン セ ラ ー か らみた治療選択の 問題
カ ウ ンヤ ラ ー が面接構造を組み立 て る入 口 に, そ もそ もそ の ク
､
ラ イ エ
∴†卜との面接を自分が引き
受けるか どうか , また引き受けると した らど の ような条件で 引き受け る の か とい っ た , ス ク リ ー ニ
ン グを含む見立て - ア セ ス メ ン トが ある｡ こう した見立 てが カ ウ ン セ リー ン グの 課題 の ひ と っ で あ る
ことは別稿 (保坂, 1988) で指摘 し さ らに臨床像の 問題と し て議論した (佐治他, 1996)｡ そ こ で
こ こ で は, さ らに議論を広 げて , 現在の精神医学および臨味心理学全体の課題 (Fra nce s et al , 19
84) で ある治療選択の 問題と して考え て み た い ｡
その 入 口に おい て 問われ る カウ ン セ ラ ー 側の専門的な判断の ひ と っ が , 上 記(2)- 1) で も .S､ れ た
その ク ラ イ エ ン ト を自分が引き受け るか どう か で あ る こ と は ま ち が い な い ｡ 先 に 引用 し た 中村
(1997) の 最初の 電話で の 接触に お い て の 配慮 は,7 何よりもこ の段階で
■
クラ イ 土 ン ト に と っ て の 治療
選択の 問題と し て と らえて い る点が評価 されよう. しセカiっ て , 彼 は引き受 けな い 場合, すな わち
他の 治療者を紹介する場合と して ｢身体的ケア + 膚含めた薬物療法をま ず は優先す べ き ケ ー ス や ,
今まき に 自傷他害の危険が極め七高い 場合な どは, 入院治療を促す な'ど して 他を紹介す る こ と もあ
る o また筆者の ように病院か ら離れ て個人で行う家族療法の 場合は , い わゆる危機介入 の た めの チ ー
ムを組ん で の サ ー ビ ス を充分に 提供す るの は難しい+ とは っ きり.t述べ て い る o
平木 (1997) ち; 同様な視点から ｢イ ン テ - 9.面接 : カサ ン セ リ ン グの 契約+ の 重要な 一 項として
｢他 へ の紹介 (リ フ ァ -) に つ い て+ を議論して'い る . その 中で リ フ ァ ー の.ポイ ン トと し て ,r 1 . 医
学な どカ ウ ン セ リ ン グ以外の分野にか か わる もの , 2. 自分の 受けた訓練や教育の 範囲 を越え た り,
自分の能力の 限界以上の 問題を持 っ た ク 5ilィ ェ ン トに ちいでの ものi
:.
と い う-2点があ げられ て い る ｡
そ しセ,
:
･12 . 1=続けて ｢イ ン チ - ク面接の 結果, 家族療法が適切で ある とか , 夫婦カウ ン セ リ ン グが
必要で ある と認 め られる場合が ある+ と指摘し, そ うした場合の リ フ ラ ー に つ い て具体的に取り上
げて い ろ｡
私自身の 臨床経鹸(大学の学生相談所) に 即 して い え ば, こ の 治療選 択の 問題 は次の よ うな 3 つ
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の 場合に分けて意識さ れ て い た ように思う｡ 1 . 中村.(1997), 平木 (1997) と もに 指摘 して い る よ
うに, ク ライ エ ン トの混乱が大喪く て精神科医との 連携, 具体的に は薬物療法が必要で はな い か と
思 われる場合｡ (前節の ｢ゆう子の ケ ー ス+ や先の佐治 (1983, 1997) な ど.) 2 . ク ラ イ エ ノ ン トー の 特
定の症状の訴えが強く, 行動療法を勧め た方が よ い と思われる場合｡ (こ れ に関 して はBry(1972),
お よ び行動療法側の適用 と禁忌の 議論 (坂野, 1995)⊃ が参考にな っ た｡) 3. 学生相談で も家族 ( 多
く はそ の親) が登場する こ とが多い ため, 家族療法とま で は い か な い が家族七の 面輝を意識す･.る ,
? まり家族面接の 位置づ けを検許する場合 (佐治, 1983)Q
1. に関して い え ば, 精神科医に よる治療 (主として薬物療法) 甲みを勧め る場合 (っ まりはカ ケ
ン セ リ ン グは引き受けな い) と, 精神科医と連携して (並行して) カ ウ ツ セ リ､ン グを引き受ける場
合が あるo (実際に ･は, 本人が希望 して カウ ン セ リ ン グを申し込ん で い る以 上 前者 にな る場今はま
れ で あ っ た｡) 後者の場合, 薬物療法はカウ ン セ リ ン グを行う条件で も奉り, 木き.な意味で治寮構造
の ひと っ で あると考え られ る｡
こう した治療構造を意識して の連携時, 臨沫経験を積んで 連携す る精神科医の 顔が具体的に 浮か
び, その人なりの ク ライ エ ン ト へ q)接し方がわか る よう に な っ て か ら, 自分の 中で意識的 に検討で
きる ように な っ た とい う実感が ある . 現状で は他の 臨床家の 場合も多く は似た ような もの で あ､
る-と
きく. つ まり はその ･カウ ン セ ラ ー 個人の経験則の 中に とど享 っ て お り,
,
そ こ.さ羊共通す阜何か を抽出
する積極的な議論が み られ ない ように 思うo それ 比当然;,個々 の存在 (ク ライ エ ン ト藤 よ.び カ ウ ン
セ ラ ー の個性を含む個々 の ケ ー ス 申特殊性) をきわめ て重視す る
,
臨床の 世界だ か らこそ , そ う.し た
レ ベ ル にと どま っ て い る とい う面も強い だ ろう｡
ま た, 2. に つ い て は, 自分は引き受けずに 行動療法を勧め る場合,, 目の 前の ク ラ イ エ,㍗:.ト に対
して の適切な専門的援助と して行動療法を示唆 し, か つ 具体的な治療機関 (な い しは治療者) を提
案す る こと に なる . 3. の場合も, { 自分が引き受けずに家族療法 へ の､リ フ ァ ー とする と同様で ある ｡r
こ れ も1. 同様, 行動療法や家族療法を行 っ て い る治療者が身近 に い て こ せ でき る こ と で あり, 臨
味家の経験 レ ベ ル に と どま っ て い る｡ (例外は こ こ にあげた中村 (1997) や平木 (1997) の ようヾに家
族療法に 関する場合と, 適用と禁忌 の議論がある行動療法 (坂野, 1995) で あろ う｡) した が っ て ,
す で に上訂1T+2ト 1) で強調した ようにカ ウ ン セ ラ ｢ 側の 出発点で ある 自分自身の 個人的,一お よ
び専門家として の特徴, 言い 換えれば個人として も専門家と して も自分自身の 長所と限界を どう つ
か んで い るかが重要に な っ てく る｡
(2) どの ような専門的な援助をうけるの が適切か : ク ライ エ ン トか らみ た治療選択の 問題 r
こ の 問題をク ライ エ ン ト側か らどの ような治療を選択するの か と い う視点か らと ら え卑と, 患ず
自分が カ ウ ン セ リ ン グを受けるか どうかと い う選択肢があり, さ ら に 受ける と して どの ような カウ
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ン セ リ ン グを受けるか と い う選択肢があ るこ と に な る. 先に 述 べ た ク ライ エ ン ト側 の 序奏 ( 助走)
とい う点からみれば, タ ライ立 ン ト の期待の中に は号 自分が カウ ン セ リ ン グを受け る ベ きか どうか ,
受ける と した らどの ような カウ ン セ ]jン グが よ い の か とい う専門家 と,して め判断を求め て い･ると こ
ろがある｡
･jまりク ライi ン トは , 1. 専門的な援助が必要か どうか , ,2 . ･･必要 と判断き れ た場合 どの よう
な特徴と形態を持っ (っ まりはどの ような構造の)･専門的な援助が適切な の か,I ･3 . そ め援助 は ど
こで得られるの か ( 今金っ て い る カウ ン セ ラ ー , あ るい は同･じ機関
`
の 他の.カ サ ン セ チ - が こ こ で提
供し七く
`
れ るの か,A ･ま･ たは他の機関に行く∴べきなa)か) と小 う こ とを, カLゥ ン セ う - 個帖 問う こ と
になる｡ ･`そ･し七 こ め質問にカ ウ ン セ ラ ⊥ が て い ね い七答え 七いく中セ, 幻想 の修正 を含め て まさ
た読明と向意 (イ ン ウ ォ ー ム ド ｡ j ン･セ ン ト)め伴なi, た 了解が 得られ (どの 程度意識さ れ て い る
か は別
､
.と ･し て)'ぁる特定の 治療か選択さrれ て; 面接構造を含む治療契約が な され る こ
.
Lと に な る.
(3) 治療契約の 中の 構造化 (str uctu ring) : 面接時間の 確保
カ`ウ ン セ ラ ー は い か に面接構造を組み立て て い ぐか とい うテ 一 女 に そ っ て ,.
■
治療薬約と ･L て ど の
ような治療形感i=
1
も共通な面接時間の 確保 (週1回の 面接時間)∴◆とい う点をと りあげて み よう｡
エ 鰍土,
r
･構造化と は′■｢絶境者の意由.&ほか かわり､なくあ らか じめ与え :6 れて い る構造 (た と え ば
医療に関する法律や病院の 建物な ど) とはちが い , -そ の漁療方法一に そ く して 心理的 一 物理 的な 意味
にお い て治療環境を設定するという治療者側a)主体的な営為セあり, 治療を とお し て 持続的
.
た行わ
れる治療作業 (狩野, 近刊)+ と
`
定義され る o･ 特に; 空 間と時間
'
の 枠を固定し七提供するこ と は,
｢対象や自己に つ い て の 一 貫 した感覚を身 に つ け, 他者の行動や内面 - の 関)L､と理解を高 め , 安定 し
た対人関係を形成する こ とを促し+,1｢治療同盟や作業同盟 とt)われる関係の確立を促進す る ( 狩野,
近軸)+ といわれる . カ ウ ン セ
I
,).ン
'
少で い えば, こ う し滋週 1回 の面接時間が確保さ れた治療環境の
提扱こ阜が カ ウ ン セ ラ ⊥ の基本的態度め ひ とう主い われる ｢無条件の療極的関心 (Rogers, 1957)+･･.
を伝える具体的な手段と考えるとともできる t･(保坂, 1991)0
･したが っ てiL-前節の ｢ゆう子の ケ ー ス+ で検許した週 1 回の 面接時間の 確保と小 うの 蛾‾治療契
約上ク ラ
'
ィ ェ ッ トを弓憎 受けるた めの重要な条件三 構造化の かと っ であ る去･ しか･L,'こ bl｢ゆう子+
めようた∴すんなり■･と過
二
1回の面接ベ - 如 この -, そこ な い人や , 表面的に は週 1回の 面接 に 同意 し
て い なから,lr七
`ぴた びの 連刻や 車 ヤ ン セ ル を繰り返す人もい る o う ま:-ら, 空蘭と博聞の 枠竜 固定 L
て治療環境と して 提供して も, そ れを素直に受け取る ことが できな いと いう非言語的メ tLセ - ジ を,I
そうした形 づ て く-､ るク ライ 土 ン ト が い る . とりわ吋青年期や境界例の ク ライ エ■ン ト に お小 て は,
こ うした遅刻 ･ 時間延長 , ヰ ヤ■ン セ ル と小 っ た面接時間の 枠組み を播さ ぶ る行動が多く二出現す る
(佐治, 1985)ら
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保坂 (1991) は, こう した青年期の クう イ エ ン.ト音とありがちな面接構造の枠組み へ の揺さぶ りを,
青年期心性の特徴の
■
ひとつ である行動化と とらえ , ｢撫条件の積極的関心 と面接時間をめぐる行動イu
と して 論じて い る. しか し, 青年期の ケ ー ス に限らず, 困難な カ ウ ン セ リ ン グの 事例検討たお小 て
は, こうした問題が取り上 げられる ことが多い ｡ そ もそ も精神分析に おい て , 必ず前で は なく後ろ
にまちがえ るとい う∴予約の かん ちがい を抵抗として 扱うの は フ ロ イ ト以来の 常道で ある (松井,
1997)｡ ひろく面接時問をめ ぐる トラ ブ ル ととらえ れば, それに関して苦労した経験 はど の カ ウ ン セ
ラ ー にもあるだ ろう し, とりわけ臨床経験の 初期 (訓練時代)一 に こ うした 問題に ぶ つ か っ TL.悩む訓
練生は多い だ ろう｡
この 問題はカ ケ ン セ ラ ー が面接構造をどの ように組み立て て い くか とい う大きなテ ｢ マ に つ なが ら
て おり, こ こ で述べ た ような構造化とい っ た視点を持っ こ
1
とが重要に な T' て く るo 面接時間をめ ぐ
るト ラ ブル が大きな障害とな っ て い る ような事例に おい て は, こ うした観点か らの検討を行 っ で ,
あら ため て ク ライ エ ン トに 向か う姿勢 (場合によ っ て は治療契約を見直す こ と) が必要に な っ て こ
よう ｡ なぜ な らばそケした視点か らの 検討を･もちえ ない
-
とき, 往々 に し て カ ウ ン セ テ - は ,･面接時
間をめぐる ト ラ ブ ル に対す るさま ざま な自分の 感情に気づきえ な い まま, ク ラ イ 土 ン .ト に 振り回さ
れやすい ｡ そ れが結果 どして; .ク ライ エ ン ト に押しき られ る形でi 予定外の 予約を入れ でし.ま っ た
り, 逆 に面接の 間隔を あけて しま っ たりする とい う行動に つ なが る ことが ある ｡
なお, こうし た議論の前提としで, ク ライ エ ン トとカ ウ ン セ ラ ー ともに , ｢変更した場合の 伝達方
法の 確認 (松井, 1997)+, すなわち ｢来談に つ い て誰が知 っ 七い るかを確認 し,- ク, 9イ 王 ン ト との 連
絡の 仕方や連絡先に つ い て細かい打ち合わせ をす るこ､と (平木, 1997)+が重要 で ある こと は い うま
で もない . 開業して い る松井は, ケライェ･ン トの キ ャ ン セ ル の とき,の 料金の こ と から, そ の連絡を
留守番電話や事務員が受ける場合に つ い て もとりあげて い る ｡ 平木 (1997) が指摘するように , 秘密
保持とい う観点か らもこう した細かい 配慮が必要 であ ろう｡
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